
 

 

１．授業づくりについて 

① １時間の流れ 

 １時間の流れをパターン化させ，学習リーダーを中心

に子供たちが主体的に学習に取り組めるように，教師側

が意識して毎日の授業に臨みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

② 伝え合い名人について 

 「伝え合い名人」を教室の全面に貼り，児童が意識して聞いたり話したりで

きるようにしましょう。使うことで思考させることが目的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ ① 問題１ 

② 気づき 

③ めあて 

考える ④ 考える 

⑤ 話し合う 

まとめる ⑥ まとめ 

深める ⑦ 適用問題 

⑧ 話し合う 

⑨ 活用問題 

⑩ 話し合う 

ふり返る ⑪ ふり返り 

※考える鍵は，問題１の前後で提示する。 

○問題１の前に提示…与える鍵 

◎問題１の後に提示…つくる鍵 

（問題１を知った後に，児童が気付きを出し合う中で，

自分たちで導き出せるようになることが理想） 

【算数科の１時間の流れ】 

R６・６・６ 

１号 

◎「伝え合い名人」にある言葉に限らず，友だちの考えにつなげて発言できて

いる児童の姿をその都度評価し，価値付けることが大切です。 

☆レベル１ 
友だちを意識して話したり，友だちの意見に
つなぐ言葉を使って話したりする。 

☆レベル３ 
相手に意見を求めながら自分の考えを話した
り，これまでに出た意見をまとめて話したり
する。 

☆レベル２ 
友だちの考えと比較して，自分の考えを話す。 
◎指導者は意見の比較だけでなく，考え方や

課題解決の方法を比較できている姿も評価
する。 



⑤ ノート指導について 

ノートの取り方を全学級で統一させます。考えたことが残る（間違いを残し

て新たな考えを加える）ノートづくりができるように指導しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※算数ノートは，授業（全学年）と予習（４～６年）で使います。計算ドリルなどは，

算数ノートにはせず，別に計ドノートを購入してください。予習は，授業で使った

ところの続きから，児童自身が分かりやすい方法で次の日の予習をさせます。 

※復習（自主学習）については別紙参照 

※使い切った算数ノートは，持って帰らせず，担任の先生が集めておいてください。 

 

 

必ずふり返りの
時間をとる。 

授業では，まず，自分の考えを図や表，式，算数

用語などを用いて書く。そして，話し合いの後に，

話し合いで得た考えを加える時間をとる。 

・ページ（マス外）・日付・単元名を書く。 

（単元名については，授業の初めに書く場合も最後に書く場合もある。） 

・○め○ま を赤で書く。文字を鉛筆で書き，周りの枠を赤で囲む。 



④ 板書について 

 ノートの使い方に合わせて，児童がノートを書きやすいよう，自分たちで板書をし

やすいよう，整理された板書を意識しましょう。指導が必要です。 

※ 板書は 子供たちが 意見を発表するための準備。 

 それを使って発表することを考えて、掲示物の大きさを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

③ ふり返りについて 

 「ふり返りのヒント」を机に貼り，ふり返りを以下の観点で書けるように指

導しましょう。どの教科でも意識してふり返りができるようにしましょう。 

 新しい育成を目指す資質能力（３つの柱）の評価では，振り返りによる見取

りがとても重要になると考えられます。 

 

 ①できるようになったこと 

成長したこと 

 ②よく分からなかったこと 

 ③もっと知りたいこと 

やってみたいこと 

 ④よい考えだと思ったこと 

 ⑤これまでの学習が生かされたこと 

   

 

・ページ・日付・単元名を書く。 

（単元名については，授業の初めに書く場合も最後に書く場合もある。） 

・○め○ま をめあて用ホワイトボードに書く。 



２．学力向上の取組 

① 活用問題 

  算数科や理科授業に活用問題を取り入れます。児童の生活に結びついた文章題や，

既習事項をいくつか使いながら解く問題などに取り組ませます。（学期に１回以上） 

② 書く力の向上 

  金曜日のドリルタイムを『書きタイム』とし，書く学習に取組む時間にします。

ミニ読書感想文やチャレンジ作文に取り組ませてください。（別紙参照） 

③ 自主学習（４年生以上） 

  ４年生以上の児童に宿題として自主学習を出します。朝のうちに児童が集め，校

長先生に提出します。（別紙参照） 

④ 予習（※必要に応じて４年生以上） 

４年生以上の児童に宿題として予習を出す場合があります。担任がチェックしま

す。（別紙参照） 

⑤ 五七五 

  言葉に親しむ活動として，五七五づくりに継続して取り組ませ玄関に掲示します。

児童の子どもらしい言葉を大切にし，自由に書かせてほしいです。そのため，季語

がなくてもよいです。学年や児童の実態，国語の単元に合わせ，必要に応じて『俳

句』の指導をしましょう。 

⑥ 読書 

  毎朝の読書タイムを徹底して行いましょう。児童の図書貸し出し状況や本の種類

を把握し，児童の実態や学年に合った本を読むことができるよう指導しましょう。 
 

３．授業準備について 

国語…各学級の児童の実態に合わせて，ガイドシートを作成すると進めやすいです。

教科書をスキャンした場合は R６年→教材に入れておいてください。 

 書写…毛筆の児童の名前の見本をラミネートしたものを児童に配布して持たせてお

いてください。３年生以上は，毛筆の掲示タイトルが R６年→教材→書写→

各学年→掲示 title に入っています。 

 算数…教科書のスキャンは，R６年→教材→算数→各学年→教科書スキャンに入って

います。スキャンしたページをトリミングし加工した教材（ノート用・板書

用）等は，R６年→教材→算数→各学年→○年算数教材画像フォルダに入って

います。 

 図工…各単元の掲示タイトルが R６年→教材→図工→掲示 title に入っています。 


